
夏に入り、梅雨や台風による大雨のため、土砂災害が起きやすい時期を迎
えました。今年は、土砂災害が起こるしくみや危険性を広く理解して頂くた
め、高原町立狭野小学校５・６年生のみなさんと「土砂災害防止月間（６月）」
にあわせた６月１６日（金）に土砂災害の勉強会を行いました。

まずは授業形式で勉強

つづいて体験学習！

こんなのも来たよ！

全員が講義を真剣に聞いていました。

土石流発生体験模型

土のう製作体験

大雨が降るとね・・・

　へぇ～！
あめふり体験機「どしゃぶりハウス」

　　観測史上最大の
　　雨量を体験中！

ケーブルクレーン工法模型

今回の土砂災害防止教室のために用
意した手作りの模型！みんなと一緒に
川に砂がたまる様子を観察しました。

昭和５７年に長崎市で観
測された１時間に１８７ミリ
という日本観測史上最大
の雨量を体験できます

災害の事をよく理解し、日頃から
防災に心がけましょう。



伐 採 木 数

計  画 施工時の工夫
新しい計画で施工面積や伐採木数を減らしました。

３，４３８㎡ ３，４０１㎡
１，４３３本 １，０１１本

施 工 面 積
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　　 砂  防  の  現  場  か  ら
大幡第４砂防堰堤工事

　大淀川水系境川（都城市山之口町
内）では、昨年９月の台風１４号によ
り、支川の七瀬谷川で大規模な土砂
崩壊が起こりました。大量の土砂が
堆積しているため、今後再び大雨が
降ると土石流となって流れ出し、付
近の高速道路や人家に被害を及ぼ
すおそれがあります。そこで、土石流
をくい止める砂防えん堤等の施設の
設置を検討しています。

七瀬谷川の被害 はるか向こうの山肌から崩れて・・・

ここまで大量の土砂が押し寄せてきました

　大幡第４砂防えん堤工事は、高原町内において平成１６年度から進められている砂防工事です。環境保
全に配慮して、施工面積や伐採木の予定本数を減らして工事を進めています。また、付近の美しい景観を
守るため、計画を変更し、工事箇所にあった巨木も保存しました。
　これからも自然や景観を守りながら、地域防災のための施設整備を進めていきたいと考えています。

今、工事しています！
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計画変更

山肌を掘削する計画線（掘削線）を変更し、巨木
を伐採せずに工事を進められるようにしました。

えん堤設置箇所のすぐそばにある巨木も残しました。
巨木の根の周りを保護しながら工事を進めています。

宮崎自動車道

新しい掘削線
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